
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日のおたのしみ会では、子どもたちの姿を温かく見守ってくださり、ありがとうございました。少し緊

張しながらも“楽しいことがいちばん大切！”と元気いっぱい、楽しく、何よりも一人一人が自分らしく表

現する姿は、成長を感じ胸がいっぱいになりました。また、一つ自信をつけた子どもたちです。 

 12 月の制作は、散歩のときに集めてきたドングリを使って、ツリーとブーツを作りました。箱の中に色画

用紙を置き、その中に絵具を付けたドングリを入れました。箱を持ち上げ、前後左右、上下と動かすとドン

グリがコロコロとあちらこちらへと転がり、線が描かれて素敵な模様となりました。 

ドングリに付ける色の絵の具を何色か原色を用意しました。保育者がテラスに出て、絵の具をパレット皿に

出して水で薄めていると…周りにひとりふたりと集まってきて、あっという間に子どもたちの輪に囲まれて

いました。そして子どもたちから『えのぐをまぜたら、どうなる？』『やってみたい！』と声があがり興味津々

でした。子どもたちのリクエストで…青には白、赤には白、黄には赤、緑には青を混ぜました。どんな色に

なるのか、保育者も子どもたちもワクワクして、とても楽しい時間となりました。結果は、水色・ピンク・オ

レンジ・エメラルドグリーンでした。 

・保育園をお休みされる場合は、9 時半までにご連絡

ください。また、事前に休みが分かっている場合は、ノ

ートや口頭でお知らせください。 

・髪の毛の長いお子さまは、朝髪の毛を結んで登園お願

いします。また、前髪もこまめに確認をお願いします。 

・手足の爪の確認もお願いいたします。 

・冬休み中に感染症にかかった時には、休み明け担任 

または職員に必ずお知らせください。感染症の種類に

よっては、登園届や医師の意見書が必要となります。 

ドングリを転がして模様をつけた赤と緑色の画用紙を使い、ブーツとツリーを作りました。 

ブーツは、おはながみを丸めて、ふわふわ飾りをのりで付けました。のりをつける時に“１本指で塗るとい

いよ”と話をしましたが…全ての指がベタベタになってしまう子もいました。それも経験をすることでだん

だんと上手になっていきます。 

ツリーは三角にたたんでから、ハサミで好きなだけ切り込みを入れてから、谷折りと山折りをしました。 

本物のモミの木のようになりました。はさみはまだ難しい子も多くいます。遊びの中で楽しみながら使い方

を知らせていきたいと思っています。 

 

1 月号 

うさぎぐみだより 

202４年度 社会福祉法人 尚徳福祉会 生麦保育園 

新年明けましておめでとうございます。きらきらした笑顔で登園してき

た子どもたちの元気な声や挨拶とともに、新しい年がスタートしました。 

うさぎ組での生活も残りわずかとなりますが、一日一日を元気にすごして

いきたいと思います。今年もどうぞよろしくお願いします。 

ツリーとブーツ制作 わくわく編 

ツリーとブーツ制作 つくったよ編 

戸外あそびから入室したときに、感染症予

防の話をして、ぶくぶくうがいをしていま

す。これから進級に向けて、歯ブラシの前段

階として、食事とおやつ後にも、うがいをお

こなっていきます。 

  

うがいについて 

たのしかったね♪ 

おねがい 


